


2011年3月の東日本大震災を機に日本のエネルギーのあり方が

大きく見直されている中で、発電時に二酸化炭素（ＣＯ2）の排出量

が少ない「再生可能エネルギー」の導入に注目が集まっています。

2012年7月に国が中心となり再生可能エネルギーの固定価格買

取制度も開始され各地で太陽光発電の導入が進んでいます。

木曽岬干拓地は、国営事業の農業用地として1973年に干陸され

ましたが社会情勢の変化とともに土地利用の転換が求められ、

2001年に三重県・愛知県が国から土地を買受け、2012年に伊勢

湾岸道の南側に隣接する新エネルギーランド78haでメガソー

ラー事業の誘致が図られました。翌年着工し、約1年5ヶ月の期間

を経た2014年12月16日に「木曽岬干拓地メガソーラー」が発電

を開始しました。今後、20年間にわたりこの地で発電事業を続け

てまいります。

木曽岬干拓地を
“再生可能エネルギー”の地に!!

太陽光発電の仕組み

木曽岬干拓地の移り変わり

電源別二酸化炭素排出量
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発電時のCO2排出量がゼロ!
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木曽岬干拓地メガソーラー発電所とは？

電気をつくり、届ける

化石燃料 再生可能エネルギー
出典：（一財）電力中央研究所「日本の発電技術のライフサイクルCO2 排出量評価（2010.7）」






